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名称の由来　英語で農業を意味する「アグリ」と港を意味している「ポート」を組み合わせ、営農情報を船に例え、この情報誌が情報発信基地としての役割を担いたいという思いを込めて
命名しました。
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昨年秋の不順な天候、今冬の長期低温や多雪により、地域によっては春からの栽培管理・圃場準備
に遅れが見られました。今後も、高温・多雨などの気象変動やこれらによる病害虫発生も懸念されます。
そこで、農作物の生育最盛期を迎えるに当たり、最近の病害虫発生の様相にかんがみ、本年とくに

留意すべき病害虫のポイントをまとめていただきました。
また、関連する最新の技術成果も紹介します。今後の農作物管理にお役立て下さい。

平成24年に特に注意を要する病害虫
【道総研 中央農業試験場 病虫部 予察診断グループ】

平成23年は十勝地方やオホーツク地方を中心にテン
サイ褐斑病の発生量が多くなり、平成22年に続いて2
年連続の多発生となりました。発生量が多くなった要
因として、初発期がやや早かったことや、初発期以降
の天候が本病の発生に好適な高温多雨傾向となったこ
とが挙げられます。干ばつによって一時的に抑制され
た時期がありましたが、8月中旬以降も高温多雨とな
ったため、例年になく秋にかけて本病の進展が見られ
ました。特に、9月には大雨によって防除作業に入れ
なかったため、本病の進展を抑えきれなかった事例も
ありました。

褐斑病の初発期は気象条件によって大きく変動し、
早い年には6月下旬頃、遅い年には7月下旬以降とな
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本年の病害虫防除対策について

ります。特に、感染源密度が高い場合には初発期が早
まる傾向にあるため、平成23年に多発した地域では注
意が必要です。また、最低気温が比較的高く、雨が多
い場合には6月でも初発するため、このような年には
薬剤防除が遅れる危険性があります。このため、農業
試験場の初発情報などに注意するとともに、圃場の観
察を実施して、初期の散布タイミングを失しないこと
が重要です。さらに、降雨が続くと長期間防除に入れ
ない事態も発生します。薬剤の散布間隔が極端に開く
と十分な防除効果を得られないことから、気象情報に
注意し、散布のタイミングが遅れないよう注意してく
ださい。近年は9月以降も高温に推移し、秋季も本病
の発生に好適な条件が続く年が多くなっています。9

平成23年度に北海道病害虫防除所、道総研農業試験場、各振興局農業改良普及センター
などが実施した病害虫発生予察事業ならびに試験研究の結果をふまえ、平成24年に特に注
意を要する病害虫と平成23年度に北海道内で新たに確認された病害虫について紹介いたし
ます。これらの病害虫には十分な注意を払って下さい。

てんさいの褐斑病1
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月中に成葉の大半に病斑が認められ、大型病斑も混在
するようになると減収するおそれがあるので、秋季の
高温傾向が予想される場合は、9月下旬まで薬剤散布

にしてください。さらに、多湿にならないよう換気に
努め、肥料切れに注意し、初発時から罹病葉の除去を
徹底するとともに、薬剤散布に当たっては葉裏にも薬
液が十分かかるよう留意してください。なお、トマト
では、新レースが発生した場合でも、平成19年度に道
南農試でまとめられた試験成績「トマトの病害虫に対
する生物農薬を活用した減化学農薬防除技術」を参考
に、減農薬栽培に取り組むことができます。

平成23年度に北海道内で新たに発生が確認された病
害虫として、国内で発生記録のなかった2病害を含め、
24病害虫が報告されました（表）。主なものについて
以下に示します。

1）国内で発生記録のなかった病害
①カーネーションべと病

輪郭の不明瞭な病斑が葉に形成され、葉の両面には
灰褐色で霜状のかびを生じ、その後葉は黄化する。海
外では本病が広く分布しているため、輸入苗を使用す
る際には注意を要する。

②ブドウつる割細菌病
葉ではハローを伴う褐色の斑点、葉縁部の黄化や病

葉の一部枯死、蔓（つる）では新梢に黒褐色の条斑、
やがてつる割症状あるいは黒褐色のかいよう症状、花
では黒変枯死、果実では黒褐色円形のかいよう症状お
よび裂果が認められた。

2）道内で発生記録のなかった病害
①ブロッコリー黒すす病

花蕾では黒色の小斑点によって全体がまだら状に黒
変した。葉身では褐色の小斑点と褐色の輪紋病斑が形
成され、葉柄では暗褐色の条斑が形成された。

トマトならびにミニトマトの葉かび病に対する防除
法として、抵抗性品種の導入が広く進められています。
しかし、平成21年に葉かび病抵抗性遺伝子Cf–9を持
つ品種を侵すレース（以下、新レース）が確認され、
現在では、Cf–9を持つ、あるいは付与されていると思
われるトマト6品種ならびにミニトマト3品種で葉かび
病の発生が確認され、問題となっています。なお、道
内で新レースの発生が認められている地域は、石狩、
後志、渡島、上川および留萌地方です。

道外ではCf-9をもっている品種の導入からわずか
な年数で新レースが出現し、まん延していることから、
本道でも新レースのまん延が懸念されます。現在、新
レースに抵抗性を示す市販品種はないため、葉かび病
抵抗性とされる品種を栽培している圃場のうち、本病
の発生を確認していない圃場でも、本病の発生に注意
する必要があります。抵抗性品種でも発生を確認した
場合には農薬による防除が必要となりますが、本病に
対しては初期防除の徹底が特に重要であるため、圃場
観察を励行し、薬剤防除のタイミングが遅れないよう

テンサイ褐斑病発生圃場の様子（原図　清水） テンサイ褐斑病の発病株（原図　清水）

トマト葉かび病の発病株（原図　野津）

の要否を見定めて適切な防除
を実施する必要があります。
なお、平成23年のような多発
年でも抵抗性品種を作付した
圃場では被害を免れた事例も
あることから、本病対策とし
て抵抗性品種の導入に努めて
ください。

トマトならびにミニトマトの葉かび病2

平成23年度に北海道内で新たに確認された病害虫3
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②キョウナ（みずな）リゾクトニア病
播種約1カ月後に立枯症状、収穫期に葉腐症状が観

察された。

3）道内で確認されている害虫による新たな作物への加害
①オオタバコガによる大豆の加害

被害莢には食入痕があり、幼虫が莢に食入して収穫
間際の大豆子実を食害した。
②ヨモギキリガによる大豆の加害

株先端付近の複葉が綴（つづ）られ、その中に幼虫が
認められた。
③ネギアザミウマによるばれいしょの加害

成虫と幼虫の食害によってばれいしょの葉裏が銀褐
色に変色する症状が認められた。
④ハスモンヨトウによるてんさいの加害

中齢幼虫によってヨトウガの中・老齢幼虫による被
害と類似した食痕が葉に形成された。
⑤ホソバハイイロハマキによるキャベツの加害

幼虫によって下位葉の表が内側に二つ折りに巻か
れ、その内側から葉が食害された。
⑥ネギアザミウマによるほうれんそうの加害

葉にひきつれたような症状や突起症状が認められた。
⑦ヒルガオトリバによるさつまいもの加害

新葉を表面から幼虫が食害した。
⑧ウスムラサキイラガによるアロニアおよびカシス
（カーランツ）の加害
幼虫により葉が食害された。

4）道内の既発生病害による新たな症状
①ジャガイモ夏疫病

塊茎に直径 1cm 程度、円形〜不整形で灰黒色の陥
没が形成される症状が新たに確認された。
②ダイコンリゾクトニア病

菌核がだいこんの収穫根部に付着し、洗浄しても離
脱しない症状が新たに確認された。
③カボチャつる枯病

キュアリング時や貯蔵中の果実に輪紋状の病斑が形
成されて腐敗する症状が新たに確認された。

5）フィプロニル抵抗性イネドロオイムシの出現
各種育苗箱施用剤の感受性検定と圃場での防除効果

の観察を行った結果、共和町と旭川市神居古潭の各1
圃場ではフィプロニル抵抗性個体群が出現していると
判断され、共和町および旭川市神居古潭ではフィプロ
ニルの使用を避けるべきと考えられた。

6）クレソキシムメチル耐性コムギ赤かび病菌（ミクロ
ドキュウム　ニバーレ）の出現

本菌のクレソキシムメチルに対する感受性検定を行

った結果、道内の多くの地点から本剤耐性菌が検出さ
れた。このためクレソキシムメチル耐性ニバーレ菌の
発生が懸念される圃場ではニバーレ菌による赤かび病
の防除を目的としたクレソキシムメチル剤の使用を避
ける。なお、他の赤かび病菌（フザリウム属菌）では、
本剤に対する感受性低下は報告されていない。

7）抵抗性品種打破系統のダイズシストセンチュウの出現
ダイズシストセンチュウ抵抗性極強の「スズヒメ」

に対して明らかな寄生性を示す個体群の発生が剣淵町
内で確認された。この「スズヒメ」を打破する個体群
は抵抗性強の品種群（「ユキホマレ」、「ユキシズカ」
など）および抵抗性極強の「ユキホマレＲ」に対して
も寄生性を有した。圃場観察あるいはシードテープ法
により、「スズヒメ」あるいは「ユキホマレＲ」に寄
生が認められる場合は、大豆、小豆ならびに菜豆の作
付けを避けるべきである。

8）アズキ萎凋病菌の新レースの出現
アズキ萎凋病レース3抵抗性の小豆「きたろまん」

が本病に罹病したことを名寄市の圃場で確認し、罹
病組織から分離されたアズキ萎凋病菌をレース4とし
た。現在のところ、レース4が確認された圃場は上記
圃場のみである。

以上の情報は北海道病害虫防除所のホームページ
（http : //www.agri.hro.or. jp/boujosho/）に写真ととも
に掲載されておりますので、是非ご覧ください。

水稲のイネドロオイムシ （抵抗性個体群の出現）
小麦の赤かび病 （耐性菌の出現）
大豆のダイズシストセンチュウ　 （抵抗性品種打破系統の出現）
大豆のオオタバコガ （新寄主）
大豆のヨモギキリガ （新寄主）
小豆の茎腐細菌病 （病原菌の同定）
小豆の萎凋病 （新レース）
ばれいしょの紅色斑点病 （病原菌の同定）
ばれいしょの夏疫病 （新症状）
ばれいしょのネギアザミウマ （新寄主）
てんさいのハスモンヨトウ （新寄主）
だいこんのリゾクトニア病 （新症状）
キャベツのホソバハイイロハマキ （新寄主）
ブロッコリーの黒すす病 （新発生）
ほうれんそうのネギアザミウマ （新寄主）
トマトの斑点病 （病原菌の同定）
かぼちゃのつる枯病 （新症状）
みずなのリゾクトニア病 （新発生）
さつまいものヒルガオトリバ （新寄主）
カーネーションのべと病 （新称）
ぶどうのつる割細菌病 （新称）
ぶどうの晩腐病 （病原の追加）
アロニアのウスムラサキイラガ （新寄主）
カシス（カーランツ）のウスムラサキイラガ （新寄主）

表　平成23年度に北海道内で新たに確認された病害虫
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トマト青枯病の被害を減らす「高接ぎ木法」について
【道総研 花・野菜技術センター 生産環境グループ 研究主任　野津 あゆみ】

トマト青枯病は、もともと本州で被害の大きい高温
性の土壌病害ですが、現在では道内でも多くの産地で
発生が確認され、とくに高温年を中心として減収につ
ながる大きな被害がみられています。本病は根から病
原菌が感染すると急激に株が萎れますが、農薬散布で
は防除できない病害です。防除対策として、深耕土壌
還元消毒と抵抗性台木の接ぎ木栽培を組み合わせた防
除体系が推奨されています。しかし、消毒できない土
壌深くにまで病原菌が存在しており、しばしば再発し
てしまいます。

近年、抵抗性台木の接ぎ木位置を高く（本葉2葉目
より上）することで青枯病に対する発病抑制効果が向
上する「高接ぎ木法」が考案されました。そこで、既
存の防除対策に高接ぎ木栽培を導入した際の、高接ぎ
木の効果の検証と栽培上の要点を明らかにし、本法を
防除体系に導入する際の考え方をとりまとめました。

青枯病の抵抗性台木では、根から感染した病原菌の
台木内での増殖が抑えられ穂木に感染しにくくなる、
という仕組みで病気を抑えています。このため多発条
件下では台木内で抑えきれなくなって穂木に感染し発
病してしまいます。高接ぎ木では、この台木で抑制さ
れる部分を長くすることでより穂木に菌が到達しにく
くなり、発病抑制効果がアップすると考えられています。

この効果を検証するため、高接ぎ木苗と通常の接ぎ
木苗に青枯病菌を接種し、発病程度を比較したところ、
全ての台木品種で、高接ぎ木苗の方が発病が少なくな
ることを確認しました（図1）。高温年などで菌密度が
高くなると高接ぎ木でも発病は見られますが、通常の
接ぎ木苗と比較した防除効果の向上はそのような厳し
い条件下でも得られることも分かっています。

めにする必要がありますが、その後は通常の接ぎ木苗
と同じ栽培管理を行っても草勢に影響はなく、収量や
果実品質も同等でした。このことから、定植後の高接
ぎ木苗の管理は通常の接ぎ木苗と同様でよいことが分
かりました。

ところで、高接ぎ木苗は自分で作ることができま
す。台木の本葉2枚目上で高接ぎ木するには台木5〜6
葉、穂木3.5葉期で接ぐこととなり、半促成長期どり
作型では台木の播種を穂木より10日早く、ハウス雨よ
け夏秋どり作型では5日早くして育苗します（台木「B
バリア」、穂木「ハウス桃太郎」でセルトレイに台木
72穴、穂木128穴を用いた斜め接ぎの場合）。台木の
本葉2枚目上と穂木の子葉上で接ぎ、接ぎ木後は通常
の接ぎ木苗と同様に養生・順化します。このとき、育
苗期間が長くなるので適宜追肥するなど徒長しないし
っかりした苗になるよう注意して下さい。

なお、高接ぎ木苗は購入することもできます。

1 高接ぎ木苗の青枯病発病抑制効果

はじめに

2 高接ぎ木苗の栽培
高接ぎ木苗では苗姿が通常の接ぎ木苗とは異なりま

す（写真1）。このことが栽培や収量に影響しないかど
うかを2葉上の高接ぎ木苗で確認しました。

高接ぎ木苗では、台木部分が長いために全体の草丈
が高くなりますが、穂木部分の生育量は通常の接ぎ木
苗と同じで、この傾向は定植前から栽培終了時まで変
わりませんでした。草丈が高いので定植後の誘引を早

図1　各台木品種での高接ぎ木の発病抑制効果
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てん菜の西部萎黄病は、アブラムシにより媒介され
るウイルス病です。病原ウイルスはほうれんそう、は
くさい、キャベツ、かぶ、ブロッコリー、カリフラワ
ーなどに感染するため、野菜ハウスなどで越冬する感
染植物から移動してくるモモアカアブラムシが主要な
媒介者と考えられます。これまで、本病感染に対して
はモモアカアブラムシに効果のある殺虫剤の苗床かん
注や感染源となる野菜ハウスの適正管理などの防除対
策が示されてきました。しかし近年、道内広範囲で本
病が多発したため、圃場でのアブラムシ防除を含めた
防除対策の検討を行いました。

現在の防除体系に高接ぎ木法を導入するために、深
耕土壌還元消毒後に接ぎ木栽培を行って発病を比較し
ました。抵抗性の強い台木「Bバリア」などを用いた
場合、消毒後の1作目では消毒効果によって通常の接
ぎ木でも被害は少なく抑えられますが、2作目では発
病が増加する場合があります。このような場合でも2作
目から高接ぎ木を用いることで被害を少なく抑えるこ
とができました（写真2）。

一方、消毒後1作目で発病がほとんど見られなかっ
た場合でも、1作目の栽培終了時には土壌中の病原菌
密度は消毒前に近い状態に戻っており、2作目以降は
圃場の発病リスクは高まっていることが分かりまし
た。そのため、消毒前に通常の接ぎ木で被害が見られ
ていたような圃場では、1作目で発病が見られなくて
も、やはり2作目からは高接ぎ木を導入して防除する
のがよいと判断されます。以上のことを、高接ぎ木法
導入の考え方としてフロー図で示しました（図2）。

3 防除体系への導入

写真2　土壌還元消毒後2作目（多発圃場）での高接ぎ木法の効果 図2　防除体系への高接ぎ木法導入の考え方

アブラムシ防除によるてん菜の西部萎黄病防除対策
【道総研 十勝農業試験場 地域技術グループ 主査（地域支援）　岩崎 暁生】

トマト 青枯病多発

土壌深耕還元消毒（春秋期処理も可能）

選択

結果

選択

結果

1作目　慣行接ぎ木苗　　台木「Bバリア」、「グリーンガード」など

発病あり 発病なしこれまでに接ぎ木で
発病したことがある

2作目～　　高接ぎ木苗（2葉上） 2作目　　慣行接ぎ木苗

多発
3作目以降は、1作目の結果と同じ
考え方で接ぎ木を選択

高接ぎ木 高接ぎ木慣行接ぎ木

1 薬剤防除の方法と残効期間
保毒虫の放飼圃場で、定植前の苗床かん注剤と圃場

での殺虫剤茎葉散布による防除効果を確認しました（北
見農試：図1）。苗床かん注は、6月中旬までの感染（20
日間の潜伏期間を経た7月上旬の発病）を抑制できまし
た。なお、イミダクロプリド水和剤300倍、チアメト
キサム顆粒水溶剤100倍、クロチアニジン水溶剤100倍
のかん注処理は、いずれも6月中旬までアブラムシに
対する殺虫効果が維持しました。6月20日に茎葉散布
を加えた場合、16日後の7月6日の感染までは防止で
きたため、茎葉散布による感染防止の残効期間は2週
間程度と推定されます。

散布の残効期間

7/11

6/20
16日間

かん注の残効期間 推定感染時期（調査月日の20日前）
6/8 6/15 6/22 6/29 7/6 7/13 7/20
1

10

100

発
病
株
率（
％
）（ｎ
＋
1
）

無防除
かん注
かん注＋散布（　）

図1　保毒虫放飼圃場での組み合わせ防除の効果
かん注剤はアクタラ�00倍、散布剤はダントツ�,000倍

発病葉上のモモアカアブラムシ
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特集：本年の病害虫防除対策について

苗床かん注を実施した江別市の圃場における茎葉散
布の実証結果を図3に示しました。散布にあたっては、
モモアカアブラムシに対する効果の安定しているネオ
ニコチノイド剤（ダントツ水溶剤4,000倍液）を使用し
ています。7月上旬から 8月上旬の 3 回散布により、
西部萎黄病の発病株率は無散布区の23.6%に対し、散
布区では16.0%に抑えられました。抑制効果がやや低
かったのは、当該圃場における発病株の増加時期の遅
さが関与している可能性があります。これに対し、本
病発生の早かった芽室町の一事例では、無防除区の
15.0%に対し、かん注のみ実施した処理区では発病株
率が1 %に止まり、苗床かん注による高い効果が際立
ちました。かん注に加えて実施した茎葉散布により、
発病株率0.2〜0.6 %とさらに低下しましたが、本事例
では苗床かん注のみで十分な防除効果が得られていま
した。

以上の結果から、西部萎黄病の防除対策を、以下の
様にまとめました：①発生源対策などについては、既
往の対策を守る、②感染防止効果の高い苗床かん注を
基本的対策と位置付ける、③茎葉散布による防除は、
苗床かん注剤の残効期間以降である6月中旬〜8月中
旬が対象期間となる（図2）。茎葉散布の残効期間は2
週間程度と考えられる（図1）。

防除回数を少なく収めるためには、実施時期を絞り
込む必要がありますが、本病の発生時期は一定ではあ
りません（図2）。散布開始時期は、（1）過去の事例か
ら本病初発時期が推定可能な場合、これより20日前頃
とする、（2）本病初発時期が不明な場合、当年の初発
を見たら速やかに開始する、という選択肢がありま
す。ただし、最初の感染の20日後となる初発時には既
に感染株が増加している場合（図4下）もあります。
防除コストから、茎葉散布1回は発病株率を2%（2ポ
イント）低下させる必要があることを念頭に、本病発
生状況を考慮して適切な防除計画を立ててください。

2 西部萎黄病の発病推移
2か年11か所での西部萎黄病の発病推移を、本病の

潜伏期間 20日間を差し引く推定感染時期に対応させ
て図2に示しました。推定感染時期は、発生が早い場
合には6月中旬となりますが、遅い場合には9月上旬
までずれ込むこともあります。7月下旬感染・8月中
旬初発でも短期間に発病株が増加することもあり、初
発後の拡大傾向も年次や場所によって一定ではありま
せん。そのため、本病の感染拡大を防止するためには、
年次や圃場によって異なる感染経過への対応が求めら
れます。苗床かん注による残効期間を黄色、茎葉散布
による防除対象期間を緑色で示しました。本ウイルス
は8月下旬以降に感染した場合、減収率が低いとされ
ていることから、当年被害防止の観点では、圃場にお
ける防除時期は8月中旬までとしました。

3 圃場における効果

4 西部萎黄病防除の考え方

苗床かん注の
残効期間 茎葉散布の対象期間
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図2　西部萎黄病の発病経過
▼：初発に関わる推定感染時期

図3　茎葉散布有無と発病株率
（江別市、散布・無散布区ともに育苗ポットかん注実施）

図4　発病初発時の感染状況の推定
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周年被覆ハウスは多収
周年被覆ハウスでの立茎栽培は、冬期にビニールを剥

がす露地越冬ハウスでの栽培より、4か年の累積で2割
程度多収となります。露地越冬ハウスでは2月にビニー
ルを張りハウス内の融雪を待つのに対し、周年被覆ハウ
スではハウス内に積雪がないため、春芽の収穫開始、親
茎の立茎開始、夏芽収穫開始がそれぞれ3週間程度早く
なります。そのため、周年被覆ハウスでは、夏芽の収穫
期間が長く多収となるのです（図1）。

アスパラガスは、北海道を代表
する野菜として消費者の人気が高
く、道南や日胆地方など少雪温暖
な地帯では、冬期にビニールを剥
がさない周年被覆ハウスでの立茎
栽培も行われています。栽培期間

親茎を選ぶ際は、春芽収穫日数と畦内の親茎の位置

営農技術情報

【道総研 中央農業試験場 地域技術グループ 主査（地域支援）　菅原 章人】

目指せ３トン! 周年被覆アスパラガス立茎栽培法

春芽収穫日数が重要
春芽の収穫日数（立茎開始までの期間）を過度に長く設

定し、親茎の立茎開始が遅れてしまうと、細い親茎しか
選択できなくなり、親茎本数も不足します。そうすると、
夏芽が細くなるために単価が低下し、夏芽収量も低下し
ます。そして、翌年の春芽も若茎が細くなり、収量が低下
します。更に春芽収穫期間を延長する悪循環に陥らない
ためには、春芽収穫期間はしっかりと守ることが重要です。

翌年以降も高収量を維持できる周年被覆ハウスの適正
な春芽収穫日数は、2年生株が10〜20日、3年生株が30
〜45日、4年生以降の株が35〜45日です（図2）。適正な
春芽収穫日数以上に収穫してしまった場合は、翌年の春
芽収穫日数を30日間に短縮することで、翌年の夏芽以降
から収量が回復します。

周年被覆ハウスの場合、窒素施肥量の増加は、土壌
pHの低下を引き起こし、増収しません。施肥量の設定
は、窒素45kg/10aを基本とし、「北海道施肥ガイド2010

（北海道農政部）」を参照し、萌芽前に土壌診断に基づ
く施肥対応、堆肥の肥料相当量の減肥を行います。

施肥量は窒素45kg／10a

定植を5月に行うと、6月に定植するより3年生株まで
年間0.5トン/10a程度多収となります。これは、早い時
期に定植することで、定植年と翌年の生育が優れ、養分
蓄積量が多いためです。

桧山地方のアスパラガス生産者は、トップクラスにな
ると年間3トン/10aを超える収量を記録しています。また、
今回紹介した技術は、新規に定植する圃場だけでなく、
既存のアスパラガス圃場にも活用が可能です。

5月定植は増収
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図1　周年被覆ハウスと露地越冬ハウスの旬別規格内収量（2011年）
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図3　親茎径と規格内収量および2L規格重量割合（2010年）
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太い親茎により太い若茎

を優先します。バランス良く親茎を配置できる場合
に、太い親茎を選ぶことにより、春芽、夏芽ともに
太い若茎が得られます。しかし、収量は増加しません

（図3）。太過ぎる親茎は立茎中に割れる場合もあり、
極端に太い親茎は選択しないようにします。立茎後
は、過繁茂にならないように管理し、摘心や下枝の
かきとりにより風通しを確保し、防除の薬液が十分
に届くようにして、病気や害虫の発生を防ぎます。

図2　春芽収穫日数、処理別の規格内収量（2008～2011年）
注�）春芽収穫日数�0日短縮区　　注�）「�月定植」区以外は、�月定植。

が露地越冬ハウスと大きく異なる周年被覆ハウスでの栽
培について、道南農試が実施した試験結果を紹介します。
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営農技術情報

【道総研 中央農業試験場 生産システムグループ主査（経営）　平石　学】

「農産物生産費集計システム」を活用した水田作経営の改善

水田作経営の現状
実態調査によると、水田作経営では、同一の経営規

模でも農業所得の格差は大きく、大規模層ほど格差が
拡大する傾向が認められます（図1）。規模拡大しても、
所得を向上させられない経営のあることがうかがえます。

このため水田作経営では、①個々の経営が作物ごと
の費用・収益性を正しく把握した上で、②収益性の高
い経営を指標として、③それぞれの経営が抱える課題
を特定する経営分析法が有効であると判断されます。

最初に、作物別の原価計算には、Microsoft Excel
で作成された「農産物生産費集計システム（簡易版）」
をもちいます。必要なデータは、①作付面積、②単収、
③販売額・交付金、④取引明細（クミカンCSVデータ
等）、⑤固定資産償却台帳であり、これらをシステムに
入力した後、パソコン上で伝票の仕訳作業をおこない
ます（作業イメージ：図3）。

次に、各経営が算定したデータを、事務局を担当す
るJAや普及センター、農家集団等が集約します。事務
局は、集約したデータをMicrosoft Excelで作成された

「経営分析シート」に転記することで、“経営分析結果
票”を作成します。

水田作経営で農業所得の向上を図るためには、水稲
だけではなく、複数の転作作物を含めた見直しが必要
となります。この度、道総研中央農業試験場では、水
田作経営における経営改善に向けて、経済的視点から、
作物別に改善すべき課題を特定するための経営分析法
を確立しましたので、その要点を紹介します。

図1　経営耕地面積と農業所得（平成22年：Ａ町）

この要因は、作付作物の違いと、同一作物でも経営
間で10a当たり農業所得格差が大きいことにあります。
米を例としても、経営間の所得格差は大きい状況にあ
ります（図2）。また、実際には所得が得られていない
のに関わらず、「黒字」と判断している事例が散見され
ます。

図2　10a当たり水稲所得の分布（平成22年：B，C町）
注）�0a当たり水稲所得は交付金を含まない

経営分析法の特徴
本分析法の特徴は、次のとおりです。

○作物別の原価計算を中心とする。
○集団、グループで活用する。
○対象経営の、①経営内での強み・弱み、②収益性の高い
経営の特徴、③他の経営と比較した改善点がわかる。

図3　農産物生産費集計システム（簡易版）におけるデータ仕訳画面
（生産資材費の例）
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（複数作物にまたがる場合，複数指定）
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（Macroで自動化も可）
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営農技術情報

分析対象経営ごとに作成される“経営分析結果票”
では、①1枚目：分析対象経営における農業所得の生
じ方、②2枚目：作物ごとの収益性の高い経営の特徴
および自己との相違、全体の中での順位（図は水稲の
みだが、5作物表示）、③他の経営と比較した作物ごと
の収入・費用の位置づけ（3枚目）が示されます（図4）。

直しや資材の適正利用を促すことで、この経営の強み
をさらに伸ばすことも可能かもしれません。

以上のように、他と比較した位置づけと経営内の強
み・弱みを踏まえた上で、それぞれが改善すべき作物
や改善をはかるべき対象（費目）を検討します。

例えば、図4の例では、1枚目から、①当年産によっ
て得られる現金農業所得は1,118万円であり、これが
想定される家計費及び資金返済額に不足な場合は、経
営改善の切迫性は高い（この例では切迫性は低い）、
②秋小麦は4haの作付けの一方で所得がほとんど得ら
れておらず、これを優先的に改善する必要がある（弱
み）、③水稲が所得形成の基幹である（強み）ことが
わかります。

また、2枚目からは、①対象経営では水稲が強みを
持つ部門ですが、グループ60戸のうちでは19位と中
位であり、さらなる向上を検討しうる、②農機具建物
費（減価償却費）の低さが特徴であるが、単収は中位を
下回り、肥料費・農薬費も高いことがわかります。

3枚目からは、単収と所得、単収と肥料費・農薬費、
農機具建物費と所得の関係等が確認できます。他の経
営よりも劣る事項ほど改善可能性は大きいことが示唆
されます。例からは、①農機具建物費のさらなる低減
は難しい、②肥料費が高い一方、低収であり、ここが
改善の切り口となることがわかります。生産工程の見

図4　経営分析結果票の概要（例）

分析票からわかること
経営分析の効果を発揮するために

この経営分析法を実際に導入した地区では、自己の
費用水準に対する認識が適正化され、参加者が自らの
改善課題を特定できるようになる効果が認められまし
た。また、本分析法によって得られた情報は、生産工
程管理の見直しや営農指導にも活用しやすいと評価さ
れています。

さらに、参加者の改善行動を促すには、単に、分析
結果票をフィードバックするに留めず、集積したデー
タに基づいて学習会を開催する等によって分析結果を
検討し、集団・グループでの営農指導に活用すること
が重要です。

おわりに
経営分析に用いるエクセルファイル、マニュアル等

は、中央農試生産システムグループのHPで公開してい
ます（http : //www.agri.hro. or. jp/chuo/seisan/keiei/
managementtool/kannritool.html）。是非、ご利用くだ
さい。

○○町　経営分析結果票（平成○年産） コード 農試太郎12345

（単位：万円）

水稲（移植）
秋小麦
大　豆
メロン

12.0
4.0
3.0
0.3

1,634
276
243
154

1,418
126
120
143

180
148
117
10

36
2
6

725
244
122
97

909
32
121
56

185
28
12
3

724
4
109
53

－13
4
46

711
8
155
53

合計 19.3 2,307 1,808 455 44 1,189 1,118 228 890 37 927

当年産
＋
数量払

交付金
（米補償）
（水田活用
＋産地）

その他
交付金
共済金
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粗収入
計

①
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計

②
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現　金
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④
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③－④
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⑥
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所得

⑤+⑥
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（折線グラフ：10a当たり粗収入、棒グラフ：10a当たり費用）
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和牛繁殖牛の飼養管理上の留意点および

新和牛繁殖用配合飼料の特長
飼養管理上の留意点
【ステージ別の配合飼料の適正な給与】

繁殖母牛の飼料プログラムには、維持期、妊娠後期、
泌乳期の3つのステージがあり、ステージごとに胎子
の発育や泌乳により消費エネルギーが異なるため、ス
テージに合わせた量を給与する必要があります。以下
に各ステージ毎の特長を示します。

1．維持期（離乳後〜分娩前2カ月）
妊娠していない時期および妊娠前中期（分娩前2カ

月以前）は、胎子のための栄養を特別に考える必要が
無いため、母牛の体を維持する分だけのエネルギーを
供給します。目安として、表1に示す養分量を目安に
体型を維持させ、この時期には太らせないように注意
する必要があります。

【給与する粗飼料】
繁殖母牛には主に粗飼料を給与します。配合飼料な

どの濃厚飼料からの養分摂取が多くなると体脂肪が付
き繁殖成績が低下します。繁殖雌牛は、乳牛に比べる
と泌乳に必要な栄養要求量が低いため、栄養成分の低

【経過】
本会の和牛繁殖用配合飼料は平成2年に供給開始し

て以来約20年が経過し、この間、全国的にも和牛の体
格は飛躍的に大型化し、平成20年（2008）には日本飼
養標準の見直しが行われました。また、最近の知見で
は母牛の妊娠後期飼料のたん白質、ビタミンAなどを
強化することで子牛の生体重を大きくし、良好な発育
を促すという報告もあります。

そこで、日本飼養標準肉牛用2008年版を参考とし、
昨年11月に内容を一新した和牛繁殖用配合飼料（製品
名：新和牛繁殖用）の供給を開始しました。（写真1）。
新製品の特長としては、①栄養成分（CP・TDN）の成
分アップ（CP：13.5％⇒18.0％、TDN68％⇒70％）、
②ビタミンA添加レベルの強化（5,000⇒20,000IU/kg）
③天然ミネラル（ヨウ素・アルギニン等）の強化に向け
た海藻（アルガ※）の配合が挙げられます。

営農技術情報

体重（kg） DM（kg） CP（g） TDN（kg） Ca（g） P（g）
�00 �.�� ��� �.�� �� ��
��0 �.0� ��� �.0� �� ��
�00 �.�� ��� �.�� �� ��
��0 �.0� ��� �.�� �� ��

表1　維持期に要する養分量（1日1頭当り）

（日本飼養標準・肉用牛�00�年）

2．妊娠後期（分娩前2カ月〜分娩）
妊娠後期2カ月間は胎子が急激に発育し、維持期に

要する養分量だけでは不足するため、胎子発育分の養
分量を増給する必要があります。目安としては、配合
飼料で1日当たり1〜2kg程度です（表2）。

CP（g） TDN（kg） Ca（g） P（g）
��� 0.�� �� �

表2　妊娠後期2カ月間に維持に加える養分量（1日1頭当り）

（日本飼養標準・肉用牛�00�年）

3．泌乳期（分娩後〜離乳まで）
分娩後、子牛に泌乳を行っている期間は、母牛の維

持期に要する養分量だけでは不足するため、泌乳分の
養分量を増給する必要があります。泌乳量1kg当たり
配合飼料0.5kg程度が目安です（表3）。

CP（g） TDN（kg） Ca（g） P（g）
�� 0.�� �.� �.�

表3　泌乳中に維持に加える養分量（泌乳量1kg当り）

（日本飼養標準・肉用牛�00�年）

粗飼料名 乾物
%

CP
%

NFC
%

NDF
%

ADF
%

ビタミンA
IU/�00g

オーツヘイ ��.� �.� ��.0 ��.� ��.� ���
チモシー ��.� �.0 ��.� ��.� ��.� ���

アルファルファヘイ ��.0 ��.� ��.0 �0.� ��.� �,���
クレイングラス ��.� �0.� ��.� ��.� ��.� �0�

稲わら ��.0 �.� ��.� ��.� ��.� ��

表4　各粗飼料の分析値（原物中）

（飼料畜産中央研究所およびDairy Oneで分析）

和牛繁殖用配合飼料の内容見直し

い粗飼料でも多給することができます。以下に、主な
粗飼料とその成分値を示します（表4）。

①オーツヘイ　えん麦を青刈りし乾燥したもの。栄養
成分も比較的高く、粗剛性もあります。

②チモシー　栄養分に優れ、粗剛性も有している。刈
り取り時期により栄養成分、品質、葉・茎の形質が
異なります。

③アルファルファ（キューブ）　蛋白質、ビタミン等に
富む高栄養成分の粗飼料。粗剛性はイネ科に比べや
や劣ります。

④クレイングラス　イネ科牧草の一つで品質や嗜好性
が良く、栄養価も高い粗飼料です。粗剛性が弱い場
合もあります。

⑤稲わら　蛋白質やビタミンなど栄養成分は高くない
が、粗剛性があり、繊維分も多い。稲わらからの肝
蛭（かんてつ）感染を予防するため、長期保存した
ものを用いるのが望ましい。
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①〜③の特長に
より、子牛の生時
体重のアップと子
牛の胸腺の充実に
伴う免疫機能の向
上により良好な発
育促進が期待され
るとともに、母牛
の繁殖性向上も期

試験結果は、子牛の生時体重および増体（DG）とも
に試験区の方が高い結果となりました（図1）。また、
免疫能の指標となる胸線は試験区の方が大きく（図2）、
生後の血液中免疫グロブリン濃度も試験区の方が高く
なり（図3）、試験区の方が生後の子牛の免疫能が高く、
かつ、初乳からの抗体が十分に移行していることが推
察されました。また、筋肉中の酵素量の指標である
血液中のクレアチンキナーゼ濃度も試験区の方が高く

（図4）、筋肉活性が高いことが裏付けられました。

【生産者実地給与試験の結果より】
全道供給開始に先駆けて、昨年5月から9月にかけ

て石狩管内の和牛繁殖農場において、従来品（対照区）
と新製品（試験区）との給与比較試験を実施しました。
試験時の給与体系は、試験農場の慣行法を対照区とし、
試験区は新製品の供給に合わせた新たな給与体系とし
ました（表5）。

営農技術情報

図3　免疫グロブリン関連指標に及ぼす新和牛繁殖用飼料の効果

写真1　新和牛繁殖用

※）アルガ〜北大西洋沖に生息する海藻。①豊富に含まれるヨウ素が甲状
腺ホルモンを刺激することにより採食量のアップが期待でき、②豊富
に含まれるアルギニンにより子牛の免疫能に関係する胸腺の強化が期
待できます。

給与表
対照区 試験区

�カ月〜
�カ月前

�カ月前
〜分娩

分娩〜
�カ月後

�カ月〜
�カ月後

�カ月〜
�カ月前

�カ月前
〜分娩

分娩〜
�カ月後

�カ月〜
�カ月後

乾草（CP�.�%） 不断給与 不断給与
ふすま 0.�

和牛繁殖用
（��.�−��） �.0
新和牛繁殖用
（��.0−�0） �.0 �.0 �.0 �.0

CP充足率（%） �0� ��� ���
TDN充足率（%） ��� ��� ���

表5　実地給与試験時の給与表	 （単位：kg／日／頭）

注）CP・TDN充足率は、生体重��0kg、妊娠和牛分娩前�カ月前の日本飼養標準�00�年版要求
量に対して
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試験実施先の生産者からは、試験区の方が妊娠中の
子牛の腹の中での動きが活発であり、生後立ち上がる
のも早く、初乳を飲む力も強かったとの評価を得てお
ります。

母牛の繁殖性については、初回種付日数は両区にほ
ぼ差は無かったものの（図5）、種付回数が試験区の方
が少なかったことより（図6）、空胎日数は試験区の方
が短い結果となり（図5）、成分アップ・ビタミンA強
化による繁殖性改善の効果が伺えました。

試験実施先の生産者からは、試験区の母牛の方が毛
づやが非常に良く健康的であるとの評価を得ております。

図1　子牛の体重に及ぼす新和牛繁殖用飼料（試験区）の効果

図2　子牛（生後）の胸腺スコアに及ぼす新和牛繁殖用飼料の効果

図4　クレアチンキナーゼに及ぼす新和牛繁殖用飼料の効果

図5　母牛の繁殖性に及ぼす新和牛繁殖用飼料の効果

図６　母牛の繁殖性（種付回数）に及ぼす新和牛繁殖用飼料の効果

【飼料部 飼料推進課】

待されます。
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植生改善とその経済的メリット
あなたの草地、本当に牧草ですか？　と質問をすると少々戸惑われるかもしれません。でも、

草地に生えている草が本当に『牧草』なのか否か、きちんと確認されていることが案外少ない
ようです。シバムギ、リードカナリーグラス、レッドトップなどは、チモシーなどの牧草に形
態がよく似ていて見分けがつかず、圃場を遠目で見るだけでは雑草を牧草と見間違ってしまい
ます。これらは、繁殖力が非常に旺盛な地下茎を持つイネ科雑草で、知らず知らずのうちに牧
草地に侵入し、優占してしまっている場合が多いようです。（写真1）

リードカナリーグラスの乾物摂取量を低下させた理由
については、試験に用いた両草種のサイレージの発酵
品質や栄養成分は大差がなかった（表2）ことから、一
般的な成分分析値では説明できませんでした。リー
ドカナリーグラスのNDFおよびADFの消化率が低く

（図1）、チモシーよりも長時間ルーメン内に留まった
ことが大きな要因であると考えられました。また、経
済性の評価をすると、表3の通りチモシーの方が乾物
摂取量が高かったため、1日1頭あたりの自給飼料費が
70円高くなるものの、購入飼料費がやや低く、1日1頭
あたりの乳代が128円高かったため、1日1頭あたりの
粗収益は 69 円高くなりました。さらに、圃場の生産
量を加味した10aあたりの収益性を算出すると、チモ

ホクレンではこの疑問にこたえるため、『リードカナ
リーグラスとチモシーの給与比較試験』を実施しまし
た。具体的には、リードカナリーグラスとチモシーの
サイレージを泌乳牛に給与して、産乳性および経済性
に与える影響を調べたものです。

試験は、平成23年11月1日〜12月9日に、ホルスタ
イン種搾乳牛12頭（平均分娩後日数157.8日）を用い
て行い、同日に収穫したチモシーとリードカナリーグ
ラスを細断型ラップベーラーにて梱包して調製された
サイレージを表1の飼料設計および設計成分値にて給
与しました。

その結果、乳牛の 1日1 頭あたりの乾物摂取量は、
チモシーの方がリードカナリーグラスよりも1.3kg高
く、1日1 頭あたりの産乳量も1.5kg高くなりました。

営農技術情報

チモシー リードカナリー
グラス

飼料設計�）

チモシーサイレージ（kgDM） �0.� ―
リードカナリーグラスサイレージ（kgDM） ― �.�

配合飼料（ニューリード��マッシュ）
（kgDM） �.� �.�

圧ペントウモロコシ（kgDM） �.� �.�
大豆粕（kgDM） �.0 �.�
ビートパルプ（kgDM） �.� �.�
添加剤（kgDM） 0.� 0.�
合　計（kgDM） ��.0 ��.0

設計成分値�）

乾物率（%） ��.� ��.�
粗濃比（%） ��.� ��.0
粗タンパク質（%DM） ��.� ��.�
NDF（%DM） ��.� ��.�
ADF（%DM） ��.� ��.�
Lignin（%DM） �.� �.�
デンプン（%DM） ��.� ��.�
TDN（%） ��.� ��.�

表1　飼料設計および設計成分値

�）リードカナリーグラスサイレージの乾物�kgをビートパルプで置換えた。
�）設計成分値：CP、TDNは単味飼料で調整し、ほぼ同等とした。

図1　チモシーおよびリードカナリーグラスのNDF消化率と
ADF消化率（in	situ消化率）
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草地の植生が良いとどの様な経済的なメリットが？
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シーの方が9,356円高く、1キロ当たりの生乳生産費は
約4円安くなりました。なお、一般的な事業による完
全更新費用は約 27 万円/ha、自力更新費用は約 21 万
円/haとされています。草地を更新して植生を改善し

是非一度、全ての草地の状況をチェックしてみてく
ださい。牧草と雑草の見分けができない場合は、お近
くのホクレン支所担当者にご相談ください。

最高レベルの越冬性を持ちホクレンが最も自信を持
ってお薦めできるオーチャードグラス品種『パイカ
ル』（ホクレン独自育成）など、多くの優れた牧草品
種を用意していますので、是非ご利用ください。

【飼料部 自給飼料課】

営農技術情報

表3　経済性の比較

�）乳代：��.��円／kgとした。
�）乾物摂取量から算出。

チモシー リードカナリー
グラス

乳代（円／頭／日）�） �,��� �,���
飼料費（円／頭／日）�） �,��� �,�0�

自給飼料費（円／頭／日） ��� �0�
購入飼料費（円／頭／日） ��� ���

粗収益（円／頭／日） �,��� �,���
粗収益の差（円／頭／日） �� ―
牧草原物収量（kg／�0a） �,��0 �,��0
乾物率（%） �0.� ��.�
牧草乾物収量（kg／�0a） ��� ���
面積当たり購入飼料費（円／�0a） ��,��� ��,���
面積当たり牛乳生産量（kg／�0a） �,��� �,���
面積当たり乳代（円／�0a） ���,0�� ���,���
圃場収益性（円／�0a） ��,�0� ��,���
圃場収益性の差（円／�0a） �,��� ―
生乳�kg当たり生産費（円／kg） �0.� ��.�

収益を向上させることで、3年程度で更新に必要な費
用分を賄うことができることになります。

以上のとおり、良質な牧草を栽培し活用すること
は、酪農経営において非常に重要であることが理解で
きます。しかし、先述の通り、圃場の状況が十分認識
されず植生の悪化に気付づいていないことが多く見受
けられることは、非常に大きな問題です。

また、シバムギやリードカナリーグラスなどが一度
草地に侵入し優占してしまうと、更新したとしても長
期的に良好な牧草地を維持することが困難な場合が多
くあります。特に、排水が不良でその改善が難しい圃
場などにおいては、更新後数年でリードカナリーグラ
スが優占してしまいます。植生を改善したくてもなか
なかできない場合には、『うまく付き合う』ことも重要
で、オーチャードグラスやペレニアルライグラスなど
の再生に優れ競合力が強い草種を活用して牧草割合を
高め、少しでも品質を向上させ、少しでも長く利用で
きるようにすることも考えなくてはならないでしょう。

表2　サイレージ成分値

�）合計�,000ppm 以上で家畜への影響あり。

チモシー リードカナリー
グラス

栄養成分

乾物率（%） �0.� ��.�
CP（%DM） ��.� ��.�
NDF（%DM） ��.0 ��.�
ADF（%DM） ��.� �0.�
リグニン（%DM） �.� �.�
Oa（%） �.�� �.��
Ob（%） �0.�� ��.��
Ca（%DM） 0.�� 0.��
P（%DM） 0.�0 0.�0
Mg（%DM） 0.�� 0.�0
K（%DM） �.�� �.��
TDN（%） ��.� ��.�

発酵品質
pH �.�� �.��
乳酸（%現物） �.�� �.��
酢酸（%現物） 0.�� �.�0
酪酸（%現物） 未検出 未検出
アンモニア態窒素（%総N） �.0� �.��
Vスコア �0 ��

アルカロイド�） 未検出 ��.0
グラミン（ppm） ��.0 ��0.0
ホルデニン（ppm）

写真1　意外と区別がつかないチモシーとシバムギ
左：チモシーとシバムギが混在した圃場、右上：チモシー、
右下：シバムギ

写真2　サイレージに調製したあとではほとんど見分けがつかない
チモシーとリードカナリーグラスのサイレージ
左：リードカナリーグラス、右：チモシー
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振動・衝撃が輸送時の損傷に与える
影響とその改善策について

食品の輸送に用いるダンボール箱などの外装や、食
品自体を梱包するプラスチック袋などの内袋は、商品
の品質を守るだけではなく、製造年月日やバーコード
に記載された商品情報などを伝えるという重要な役割
を持っています。そのため、輸送時の振動や衝撃で包
装（外装や内袋）に損傷が生じると、商品の流通がス
トップしてしまうこともあります。

ホクレン農業総合研究所では、輸送時の振動・衝撃
による包装の損傷発生を防止する対策について検討
し、改善策の現場への普及を推進してきました。

今回はその取り組みの中から、積載方法が振動・衝
撃と損傷発生に与える影響を検討した内容について紹
介いたします。

従来、ダンボール箱は主に棒積みとハイ積みという
2種類の方法でＪＲコンテナなどの輸送機材に積載さ
れていました（図1）。棒積みは、すべての段で同じ配
置とする方法で、ハイ積みは、ダンボール箱が段ごと
に交差するように積む方法です。

それぞれの方法には利点があり、棒積みではダンボ
ール箱の四隅が重なるため強度が保たれやすく、ハイ
積みでは上下段のダンボール箱との接触箇所が増える
ため振動が軽減されることが知られています。

かることも課題となっており、より効果的な積載方法
の検討が求められていました。

そこで、双方の利点を組み合わせることで、損傷発
生の低減効果が期待できないかどうかの検討を行いま
した。具体的には、荷重のかかる下段を棒積みで配置
し、中段、上段をハイ積みで配置することで上部の擦
れを軽減させる積載方法で、「変則積み」と名付けま
した（図2）。

変則積みに損傷発生低減効果があるかを検証するた
めに輸送試験を行いました。試験は、石狩から大阪ま
でのルートで、片栗粉をJRコンテナに1ケース2合い
で6段に積載し、効果の検証を行いました（写真2）。

輸送後に、各積載方法で発生した損傷の程度を表1
の基準で評価し、それぞれ3ケース×6段（計18ケー
ス）の合計点数を図3に示しました。

はじめに1

新規積載方法の検討について2

図1　従来の積載方法

しかし、棒積みやハイ積みを用いても輸送中の損傷
発生を完全に防止することは難しく、損傷防止対策
としてダンボール箱の
間にプラスチックシー
トを挟んだり、中段部
分にシートを水平に挟
み込むなどの養生対策

（写真1）がとられてき
ました。

また、養生対策には
資材コストや労力がか

図2　変則積みの積載方法

変則積みの効果3

写真2　変則積みの積載方法

評点 内容 返品の可能性

0 損傷なし ×

� 色移り ×

� 軽い損傷 ×

� 損傷 ○

� 広範囲の損傷 ○

表1　損傷評価基準

棒積み ハイ積み

写真1　養生対策

下段を棒積みで配置

中段より上をハイ積みで配置
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発生した損傷の程度を積載方法別に比較すると、変
則積みにすることで、棒積みやハイ積みの半分以下に
まで損傷の程度を抑えることができました。

また、損傷したケース数を積載方法別に比較する
と、変則積みにすることで損傷の発生数自体を減らせ
る他、評点が3点、4点の返品の可能性が生じる損傷
発生数も減らせることが明らかになりました（図4）。

変則積みの損傷軽減効果が確認できたため、輸送現
場への導入を進めました。はじめに、片栗粉と小袋豆
でテスト導入し、輸送中の振動・衝撃による事故の発
生がないことを確認した上で、平成23年6月から本格
導入を開始しました。同時に、損傷防止のために実施
していた養生対策も廃止し、資材コストや労力の低減
を図っています。

現在まで、JRコンテナ約1,200基分の輸送を変則積み
に切り替えており、今後も継続する予定としています。

一方、レトルトコーンの輸送では、内装のピンホー
ル（小さな穴が生じる損傷）発生が度々問題となる状
況にありました。そのため、内装の厚みやダンボール
箱のサイズの変更による対策に加え、変則積みの導入
効果も併せて検証しました。

その結果、資材の変更と変則積みを合わせて導入す
ることにより、ピンホール発生を抑える効果が確認で
き、平成23年産商品から変則積みが導入されています。

今後は、変則積みが導入されていない品目やJRコン
テナ以外の輸送機材に導入を進めることで、輸送改善
を図れないかを検討する予定です。

変則積みに損傷軽減効果がある理由を明らかにする
ため、実際の輸送環境（温湿度、振動）を再現できる
振動シミュレータを用いた試験を行いました。石狩か
ら大阪までの輸送環境を再現し、輸送中に段ボール箱
が受ける振動の大きさを積載方法別に比較しました。

その結果、変則積みは従来の積載方法に比べて、発
生する振動の大きさを小さくできることが明らかとな
りました（図5）。

このことから、変則積みは輸送時に生じる荷台の振
動を積載したダンボール箱に伝えにくくする効果があ
ると考えられ、ダンボール箱に生じる振動・衝撃の軽
減が損傷の発生を抑制すると判断できました。

輸送する際の積載方法や包装形態を改良すること
で、輸送中の損傷発生を防止し商品価値の低下を防ぐ
ことが可能となります。今後もこれまでに収集した知
見を輸送現場へ普及させるとともに、コストの低減や
作業性の向上、ひいては生産物の品質自体を向上させ
ることができる新たな輸送技術の確立を目指します。

【農業総合研究所 農産流通研究課　西尾　恵】

変則積みの導入実績5

変則積みの損傷軽減メカニズム4

おわりに６

図3　損傷の評価点

図4　損傷発生ケース数

図5　輸送中に発生する振動の大きさ
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お知らせ
「あぐりぽーと」は、直接購読方式となっており、生産者の皆様に

ダイレクトメールでお届けしております。年間の購読料（�回発行）は
��00円です。なお、農協によっては一括申込みして皆様に配布する
場合（購読料は年間��0円）がありますのでご確認下さい。
〔次号の特集〕「GPSの農業分野への活用について」
●本誌に対するご意見、ご要望、購読申込みは下記まで

●札幌市中央局私書箱167号　ホクレン「あぐりぽーと」編集事務局
●FAX 011‐242‐5047

当編集事務局（ホクレン営農・環境マネジメント課）で所有しております購読者の皆様の個人情報に
関しましては、厳正なる管理の上、本誌の発送のみに使用させていただいております。

個人情報に関するお問合せ先：ホクレン営農・環境マネジメント課
「あぐりぽーと」編集事務局　TEL011‐232‐6105

編集後記
今年も出来秋に向け、春作業が始まりました。今冬の長期低

温や多雪で地域や作物によっては作業に遅れも出ています。本号
では病害虫に関する情報などをお届けしましたが、近年は気象
の変動も大きく、病害虫発生パターンが例年と違うことも度々
です。作物の状況をきめ細かく把握し、適確な作業を行うこと
が益々重要になっています。

また、気象だけでなく、TPP交渉参加問題など政治の情勢も
めまぐるしく変わっています。農家の方々の日々の努力が報わ
れ安心して営農を続けられるよう、農業を取り巻く環境が良い
方向に展開することを願っています。

【農機燃料自動車部 農業機械課　TEL 011-232-6171】


